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乗って、

船からのジオ
サイト

6月1日 80名乗船
能生商工会青年部
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▲織田 義夫 糸魚川市副市長▲岡村　均 糸魚川地域振興局長

来
賓
祝
辞

第
六
回
能
生
商
工
会
の
通
常
総

会
が
五
月
十
三
日（
火
）午
後
三
時

よ
り
能
生
商
工
会
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
第
一
号
議
案
】

平
成
二
十
五
年
度
収
支
更
正
予

算
書（
案
）承
認
の
件

【
第
二
号
議
案
】

平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
書

な
ら
び
に
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照

表
・
財
産
目
録
承
認
の
件

【
第
三
号
議
案
】

平
成
二
十
五
年
度
商
業
部
会
・
工

業
部
会
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
・
青
年
部
・

女
性
部
　
特
別
会
計
事
業
報
告
書

な
ら
び
に
収
支
決
算
書
承
認
の
件

【
第
四
号
議
案
】

平
成
二
十
五
年
度
労
働
保
険
料

等
特
別
会
計
収
支
状
況
承
認
の
件

【
第
五
号
議
案
】

定
款
一
部
改
正
の
件

【
第
六
号
議
案
】

規
約
一
部
改
正
の
件

【
第
七
号
議
案
】

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
書

な
ら
び
に
収
支
予
算
書（
案
）決
定

の
件

【
第
八
号
議
案
】

平
成
二
十
六
年
度
商
業
部
会
・
工

業
部
会
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
・
青
年
部
・

女
性
部
　
特
別
会
計
事
業
計
画
書

な
ら
び
に
収
支
予
算
書（
案
）決
定

の
件

【
第
九
号
議
案
】

平
成
二
十
六
年
度
借
入
金
残
高

の
最
高
限
度
額
な
ら
び
に
借
入
先

決
定
の
件

3

来
賓
ご
氏
名（
敬
称
略
）

◉全職員による定期巡回の実施
(担当事業所設定)
◉経営革新事業の積極的導入
◉商業・工業・サービス業・青年部・女性部合同連
携事業の実施
◉記帳継続指導・記帳機械化(ネットde記帳等)
の推進
◉情報PR事業の推進
(ホームページ・あけぼの・ニュースぼーど)
◉小企業等経営改善資金並びに糸魚川市金融
制度資金の推進と斡旋
◉社会保険・労働保険制度の推進ならびに相談
と指導
◉商工貯蓄共済等共済制度の加入促進

◉行政・糸魚川市議会議員との
懇談会の開催

◉地元消費促進運動の実施
（市内共通商品券の利用促進）

◉新年祝賀会の開催

◉永年勤続従業員表彰の開催

◉特産品開発

◉視察研修事業の開催

◉健康診断・人間ドックの受診推進

◉事務受託団体事業との連携

《経営改善普及事業》《経営改善普及事業》 《地域総合振興事業》《地域総合振興事業》

主なる事業計画

会   長

能生商工会

髙 鳥 正 一
〔㈲髙鳥〕

日
本
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
等
の

経
済
安
定
化
政
策
に
よ
り
都
市
部
、

大
企
業
を
中
心
に
景
気
が
回
復
傾

向
と
な
り
、
ベ
ア
を
実
施
す
る
企
業

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
当
地
域
に
お
い

て
も
、
会
員
景
況
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
で
は
、
製
造
業
・
建
設
業
に

お
い
て
景
気
動
向
指
数
が
プ
ラ
ス
域

と
な
り
、
消
費
税
ア
ッ
プ
に
伴
う
駆

け
込
み
需
要
等
が
景
気
を
押
し
上

げ
た
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

然
し
な
が
ら
、
駆
け
込
み
の
反
動

減
と
、
物
価
上
昇
に
よ
る
購
買
力
低

下
な
ど
の
懸
念
は
残
っ
て
お
り
ま
す
。

商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
く
、
過
疎
化
、
廃
業
、

後
継
者
難
等
に
よ
る
会
員
減
少
の

課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
小
規
模
企
業
に

し
っ
か
り
と
焦
点
を
当
て
た「
小
規
模

企
業
振
興
基
本
法
」の
早
期
制
定
の

実
現
を
踏
ま
え
た
支
援
施
策
等
を

強
く
望
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
商
工
会
組
織
の
充
実
強

化
、
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
、

地
域
に
根
ざ
し
た
総
合
経
済
団
体

と
し
て
、
会
員
事
業
者
へ
の
支
援
、

地
域
経
済
の
活
性
化
等
地
域
を
支

え
る
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
北
陸
新
幹
線
開
業
を
目

前
に
控
え
、
市
と
の
連
携
に
よ
り
、

糸
魚
川
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
を
核
と
す

る
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
た
事

業
の
取
り
組
み
等
、
本
年
も
重
点

方
針
項
目
を
中
心
と
し
て
、
糸
魚

川
市
当
局
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
い

た
だ
き
、
糸
魚
川
商
工
会
議
所
、

青
海
町
商
工
会
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
機
関
並
び
に
会
員
皆
様
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

 ◆H26.5.13㈫ PM3:00 ◆能生商工会ホール

第6回 能生商工会通常総会

商工会アピール並びに組織率向上対策推進事業の推進/
会員満足度向上運動の展開

商工会組織強化と財政基盤の充実/地域社会に貢献できる事業の推進

「地域を元気に ひとつになって」平成26年度基本方針

能生商工会 平成２6年度 地域貢献アピールプラン

地域目標
地域を良くするための課題
（糸魚川市H24年度～H28年度総合計画）より

○交流いきいき産業の
　まちづくり

働きやすい労働環境づくり
活力ある商工業の振興
魅力ある観光の振興

○環境にやさしい
　安全・安心のまちづくり

環境の保全と資源循環型
社会の形成

商工会中期計画
地域目標実現化のための

商工会サブミッション

地域社会への貢献

地域資源の有効活用

情報発信の推進

人材育成の推進

経営支援の充実

商工会組織の充実

商工会短期計画
ミッションを達成するための事業
全会員事業所を全職員によ
る地域内巡回訪問の実施

専門講師派遣の推進

情報の発信

地域活性化事業への展開

組織の充実により自主財源の確立

北陸新幹線・
糸魚川ジオパークの活用

地元消費促進

1人平均
40事業所

地域観光の
情報発信

「プレミアム商品券」
の発行

海上花火大会等
への協力

「ニュースぼーど」、HP
「あけぼの」年2回配布

年間５事業所

事業数値目標

新会員8名純増

岡
村

　
　均

織
田

　義
夫

伊
井
澤
一
郎

加
藤

　政
栄

原

　
　郁
夫

斉
藤

　
　孝

猪
又

　史
博

徳
永

　康
朋

山
下

　建
夫

土
田

　貞
夫

池
田

　正
夫

新
潟
県
糸
魚
川
地
域
振
興
局
長

糸
魚
川
市
副
市
長

糸
魚
川
市
議
会
副
議
長

糸
魚
川
市
産
業
部
長

糸
魚
川
市
能
生
事
務
所
長

糸
魚
川
市
商
工
農
林
水
産
課
長

糸
魚
川
商
工
会
議
所
会
頭

糸
魚
川
市
観
光
協
会
長

能
生
地
域
活
性
化
協
議
会
長

能
生
地
域
区
長
連
絡
協
議
会
長

日
本
政
策
金
融
公
庫

高
田
支
店
上
席
課
長
代
理
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六
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「あけぼの」年2回配布

年間５事業所

事業数値目標

新会員8名純増

岡
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郎
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夫
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又

　史
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下
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夫
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田
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夫
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夫
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潟
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長

糸
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市
副
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糸
魚
川
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頭

糸
魚
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長

能
生
地
域
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化
協
議
会
長
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生
地
域
区
長
連
絡
協
議
会
長

日
本
政
策
金
融
公
庫

高
田
支
店
上
席
課
長
代
理
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▲消費税講習会

商業部会・工業部会・
サービス部会の活動計画
商業部会・工業部会・

サービス部会の活動計画

地域の振興策を考えて行きたい地域の振興策を考えて行きたい 商
業
部
会

工
業
部
会

サ
ー
ビ
ス
部
会

昨年に引き続き、部会事業活性化研
究会を開催し、新幹線開業も踏まえて地
域の振興策を考えて行きたい。また、視察
研修、講習会、弁天カード会への支援、共
同事業を行う予定です。

部会長
吉田 和夫
吉直書店

部会長
竹田　修
竹春館

部会長
大貫 慶一
㈱大貫板金工業

〔主なる事業〕
◉部会事業活性化研究会
◉視察研修事業
◉講習会事業
◉弁天カード会支援
◉共同事業（共済事業、花火大会）

▲㈱サトコウのSSUT（サット）工法を視察（H25）

"高品質でおいしく安全な商品"製造過程を視察"高品質でおいしく安全な商品"製造過程を視察
今年度の視察事業として、アサヒ飲料
株式会社北陸工場の視察を計画してい
ます。高度な品質保証を実現し、「高品質
でおいしく安全な商品づくり」の製造過程
を見学します。また、糸魚川法人会能生
支部との合同研修会も予定。共同事業と
して「貯蓄共済推進」と「花火大会」を予
定しています。

〔主なる事業〕
◉視察・研修事業
◉共同事業（貯蓄共済推進、花火大会他）

▲大町温泉郷観光協会にて〔視察研修〕

各種研修事業、特産品開発に取り組みます各種研修事業、特産品開発に取り組みます
本年度は、食品衛生講習会、ジオパー

ク講習会等の講習会開催の他、視察研
修事業、クラフト展への協力を行います。
また、特産品開発事業についても引き続
き取り組んで行きます。

〔主なる事業〕
◉講習会事業
◉視察研修事業
◉特産品開発事業
◉クラフト展への協力
◉観光ガイド、ジオパークの推進
◉共同事業（共済事業、花火大会）

平成26年度

女性部

青年部四
月
八
日（
火
）竹
春
館

に
て
平
成
二
十
六
年
度
の

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
は
右
記
活
動

テ
ー
マ
の
も
と
、
部
員
一

丸
と
な
っ
て
、
地
域
活
性

化
の
た
め
に
、
様
々
な
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
事
業
の
一
環
と
し

て
、
六
月
一
日（
日
）に
新

潟
県
立
海
洋
高
等
学
校
と

共
催
で
、
能
生
漁
港
か
ら

実
習
船「
海
洋
丸
」に
乗
船

し
て
能
生
地
域
を
海
上
か

ら
見
て
ま
わ
る「
Ｎ
Ｏ
Ｕ
ジ

オ
マ
リ
ン
ツ
ア
ー
」を
実
施
し

ま
し
た
。
能
生
地
域
住
民

を
は
じ
め
市
外
の
観
光
客

の
方
な
ど
、
多
く
の
人
達

か
ら
遊
覧
ツ
ア
ー
を
楽
し
ん

で
頂
き
ま
し
た
。

海
上
遊
覧
中
は
乗
組
員

の
方
に
よ
る
船
内
案
内
と

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
学
芸
員
の
方
に
よ

る
能
生
地
域
ガ
イ
ド
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
他
、
昼
食
に
は

海
洋
高
校
相
撲
部
特
製

ち
ゃ
ん
こ
鍋
と
笹
寿
司
を

ふ
る
ま
い
、
参
加
者
の
方

に
能
生
地
域
と
新
潟
県
立

海
洋
高
等
学
校
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
実
施
に
あ
た

り
ま
し
て
、
大
変
多
く
の

皆
様
か
ら
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
部
員
一
同
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

「ちゃんこ鍋」を調理する海洋高校生（ジオマリンツアー）

参加者を乗せ、出航する「海洋丸」（ジオマリンツアー）
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【
平
成
二
十
六
年
度
活
動
テ
ー
マ
】

四
月
三
十
日
駅
前
汐
路

に
お
い
て
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

の
活
動
テ
ー
マ
を『
嬉
し
が
っ

て
活
動
し
よ
う
！
』と
決

め
、
新
年
度
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
女
性
の
特

性
を
活
か
し
た
事
業
を
通

し
て
、
地
域
を
元
気
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
五
月
二
十
七
・二

十
八
日
に
、
県
女
性
連
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
平
成
二
十

五
年
度
の
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回

収
事
業
に
お
い
て
県
内
二

位
の
実
績
と
な
り
、
県
女

連
会
長
表
彰
を
受
賞
。
ま

た
、
同
日
開
催
の
主
張
発

表
大
会
で
は
上
越
ブ
ロッ
ク

代
表
で
当
女
性
部
か
ら
笹

川
幸
江
さ
ん
が
発
表
、
能

生
地
域
な
ら
で
は
の
体
験

ツ
ア
ー
を
実
施
し
た『
お
も

て
な
し
交
流
事
業
』に
つ
い

て
発
表
し
、
優
秀
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
こ
の『
お
も
て
な

し
交
流
事
業
』を
積
極
的

に
実
施
し
て
全
国
に
能
生

を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
幸
い
、
福

島
県
か
ら
の
申
し
込
み
も

入
っ
て
お
り
、
一
層
充
実

し
た
ツ
ア
ー
を
部
員
一
同

一
丸
と
な
っ
て
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
楽
し
く
、
嬉

し
が
っ
て
活
動
す
る
事
が
皆

さ
ん
に
伝
わ
っ
て
い
き
ま
す

よ
う
に
！

H25おもてなし交流事業 佐久穂町商工会女性部
（長野県）の皆さんと筒石漁協にて

嬉
し
が
っ
て

　
　活
動
し
よ
う

【
平
成
二
十
六
年
度
活
動
テ
ー
マ
】

深
め
よ
う
部
員
の
絆

広
め
よ
う
部
員
の
輪

女性部では使用済みの古切
手、リングプル、ペットボトルの
キャップを収集し、社会福祉に
役立てております。古切手やリン
グプルは車イスに、ペットボトル
のキャップはワクチンになります。
ぜひあなたの思いやりをお寄

せください。

使用済み
●リングプル　●古切手
●ペットボトルのキャップ

集めて
　いまーす

！

部長
中嶋千代子
㈱ナカシマ

部長
齋藤　　浩
㈲対岳荘
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ぜひあなたの思いやりをお寄

せください。

使用済み
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　いまーす
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部長
中嶋千代子
㈱ナカシマ

部長
齋藤　　浩
㈲対岳荘
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能生駅前の観光案内看板リニューアル

糸魚川市観光協会能生支部（6/7～8）

霊峰権現岳ジオサイト登山

能生建設工業協同組合（4/6）

第37回 建協大運動会開催！！

かにのオブジェでお出迎え！

▲登頂前全員で記念写真（登山口）

▲箱玉送り

▲下山後のもちつき大会

第２０回目を迎えた柵口地区恒例の霊峰権現岳ジオサイト登
山が６月７日（土）８日（日）の２日間にわたり開催され、東京、
愛知、千葉県等の県内外そしてスタッフ合わせて約４０名が参

加しました。７日（土）は対岳
荘にて地元の新鮮な海鮮・山
菜料理が前夜祭で振る舞わ
れ、８日（日）は権現岳折り
返しコースと鉾ヶ岳縦走コー
スにそれぞれ挑みました。参
加者の方々は、おいしい料理
と登頂の達成感で満足してお
られました。

今年で３７回目を迎える能生建設工業協同組合の大運動
会が、４月６日（日）に能生中学校体育館にて開催されました。
今年は組合員・家族ら９６名が参加し、会場は大いに盛り上
がりました。
競技内容は、スプーンレースやめまいレース、箱玉送り、

釘打ちリレー、チャレンジゴルフリレー、輪投げリレーなど全
９種目が午前中にわたり熱戦を繰り広げました。

権現岳折り返しコースと鉾ヶ岳縦走コースに約４０名が参加

（公社）糸魚川法人会能生支部（４/２１）
通常総会・研修会開催

総会記念講演

テーマ
「海洋高校の教育活動と
　　　地域振興への貢献」

（会場：能生商工会）

総
会
研
修
会
に
海
洋
高
等
学
校

　

食
品
科
学
科
教
諭 

松
本
将
史
氏
を
招
聘

新潟県立海洋高等学校
　松本将史教諭

7

能生海岸管理組合
暑い能生の夏はすぐそこ

能生海岸管理組合
能生海水浴場にて
●モーターボート
●モンスターチューブ
　の海上遊覧
●スイカ割り
●ジャンケン大会

海の祭典開催（7月21日）

▲スタートを待つ参加者
　発着点のマリンドリーム能生　

グランフォンド糸魚川実行委員会
グランフォンド糸魚川2014グランフォンド糸魚川2014 10月5日（日） 開催10月5日（日） 開催

　グランフォンド糸魚川2014では、只今ボランティアス
タッフの募集を行っています。当日の参加者の誘導、
エイドステーションの世話係又コース整備、施設標識
の設置等事前の準備作業です。記念のTシャツ等を
進呈します。ご協力いただける方はグランフォンド糸
魚川2014実行委員会℡080-1272-0896までご一報く
ださい。

【募集人員】700名
【参 加 費】5,000円　
【コ ー ス】50Kｍ
               80Kｍ
               120Kｍ
※受付開始６月１6日（月）よ
りハガキにて受付。詳細
はHPにて。

開催要領

商品券
見　本2倍ポイントセール
弁天カード会

4月27日（日）～7月31日（木）

TEL.025-566-2244弁天カード会（能生商工会内）

平成26年

お問い合せ

期間中、弁天カード加盟店にて糸魚川市合併10周年記念「プレミアム商品券」で
お買い物をすると弁天カードポイントを2倍差し上げます。
※プレミアム商品券ご利用分に限ります。

プレミアム商品券2倍ポイントセール期間

2倍
進呈!

ボランティアスタッフ只今募集中！

情
報
発
信
!

http://www.nunagawa.ne.jp/gf/

町内海水浴場
漁港
町内各地
能生海岸
藤崎海岸
能生弁天浜
マリンドリーム能生
糸魚川市内
マリンドリーム能生
藤崎薬師堂
受付／能生川鮭簗場
シャルマン火打スキー場

1（火）
5（土）
7（月）

21（月・祝）
4（月）
9（土）
20（土）
5（日）

18（土）・19（日）
3（月・祝）
下旬予定
中旬予定

期　　日

7月

8月

10月

9月

11月

12月

名　　　　称 会　　　場
町 内 海 水 浴 場 海 開き
漁 港 港 ま つ り
祗 園 祭 り
第18回 海 の 祭 典
藤崎サマーフェスティバル
第63回 海 上 花 火 大 会
奴 奈 川 ま つ り
2014グランフォンド糸魚川
豊 漁 大 感 謝 祭
藤 崎 薬 師 参 詣の集い
さけ つ か みどり大 会
シャルマン火打スキー場オープン

http://noumachi-syoukoukai.or.jp/kankou/

糸魚川市観光協会 能生支部



7

能生海岸管理組合
暑い能生の夏はすぐそこ

能生海岸管理組合
能生海水浴場にて
●モーターボート
●モンスターチューブ
　の海上遊覧
●スイカ割り
●ジャンケン大会

海の祭典開催（7月21日）

▲スタートを待つ参加者
　発着点のマリンドリーム能生　

グランフォンド糸魚川実行委員会
グランフォンド糸魚川2014グランフォンド糸魚川2014 10月5日（日） 開催10月5日（日） 開催

　グランフォンド糸魚川2014では、只今ボランティアス
タッフの募集を行っています。当日の参加者の誘導、
エイドステーションの世話係又コース整備、施設標識
の設置等事前の準備作業です。記念のTシャツ等を
進呈します。ご協力いただける方はグランフォンド糸
魚川2014実行委員会℡080-1272-0896までご一報く
ださい。

【募集人員】700名
【参 加 費】5,000円　
【コ ー ス】50Kｍ
               80Kｍ
               120Kｍ
※受付開始６月１6日（月）よ
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開催要領

商品券
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TEL.025-566-2244弁天カード会（能生商工会内）
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お買い物をすると弁天カードポイントを2倍差し上げます。
※プレミアム商品券ご利用分に限ります。

プレミアム商品券2倍ポイントセール期間

2倍
進呈!

ボランティアスタッフ只今募集中！

情
報
発
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!

http://www.nunagawa.ne.jp/gf/

町内海水浴場
漁港
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能生弁天浜
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受付／能生川鮭簗場
シャルマン火打スキー場

1（火）
5（土）
7（月）

21（月・祝）
4（月）
9（土）
20（土）
5（日）

18（土）・19（日）
3（月・祝）
下旬予定
中旬予定

期　　日

7月

8月

10月

9月

11月

12月

名　　　　称 会　　　場
町 内 海 水 浴 場 海 開き
漁 港 港 ま つ り
祗 園 祭 り
第18回 海 の 祭 典
藤崎サマーフェスティバル
第63回 海 上 花 火 大 会
奴 奈 川 ま つ り
2014グランフォンド糸魚川
豊 漁 大 感 謝 祭
藤 崎 薬 師 参 詣の集い
さけ つ か みどり大 会
シャルマン火打スキー場オープン

http://noumachi-syoukoukai.or.jp/kankou/

糸魚川市観光協会 能生支部
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◆
平
成
十
七
年
三
月
十
九
日
に

能
生
町
が
合
併
に
よ
り
糸
魚
川

市
へ
と
名
前
が
変
わ
り
、
十
年

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　合
併
当
時
を
振
り
返
る
と
、

『
能
生
町
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

が
開
通
』、『
愛
知
万
博（
愛
・
地

球
博
）開
幕
』、『
ペ
イ
オ
フ
全
面

解
禁
』、『
新
東
京
タ
ワ
ー（
現
在

の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
）候
補
地

に「
墨
田
・
台
東
区
エ
リ
ア
」選

定
』、『
ア
ッ
プ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
i
p
o
d
発
表
』な
ど
の
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
。〝
十
年
一

昔
〞と
言
い
ま
す
が
、
今
は
そ
の

半
分
の
五
年
が
過
ぎ
て
も
相
変

わ
ら
ず
急
激
に
変
化
し
て
い
る

時
代
で
は
、
一
昔
の
よ
う
な
感

覚
で
す
。

　ま
た
、
日
本
の
総
人
口
は
、

平
成
十
七
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

を
続
け
、
か
つ
て
な
い
少
子
高

齢
化
社
会
に
突
入
し
て
い
ま
す
。

十
年
後
、
こ
こ
糸
魚
川
市
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
明

る
く
住
み
よ
い
生
活
環
境
の
町

を
目
指
し
て
。

◆
平
成
二
十
七
年
三
月

　高
等

学
校
卒
業
予
定
者
の
早
期
求
人

に
つ
い
て
、
来
春
卒
業
予
定
者

糸
魚
川
市
合
併
十
周
年

ビジネスチャレンジ
支援事業のご案内
ビジネスチャレンジ
支援事業のご案内

☆☆糸魚川市の創業支援制度☆☆

　糸魚川市では、新規創業により新たに店舗を構える方に対して、
店舗の改装費や家賃補助を行う支援や、創業支援資金の利子補
給を行う制度があります。

要網に定める創業及び事業承継を行う個人又は法人で、都市計画区域の用途地域における商業地域、
近隣商業地域において店舗等を設置し、小売業、サービス業、飲食業を営もうとする者。創業者は20歳
以上、55歳以下の者（事業継承者は年齢制限なし）。

補 助 対 象

補 助 金 額

中心市街地等創業支援事業補助金

新改装費補助金　1/2　上限150万円
家 賃 補 助 金　1/2　上限3万円／月　3年間

（平成26年度）

要網に定める創業をする個人又は法人で、都市計画区域の用途地域における商業地域、近隣商業地域、
第1.2種中高層住宅専用地域、準工業地域、工業地域、工業専用地域を除く市内全域において店舗等
を設置し、小売業、飲食業を営もうとする者。創業者は20歳以上、55歳以下の者。

補 助 対 象

補 助 金 額

創業支援事業補助金

新改装費補助金　1/2　上限50万円
（ただし創業者はUJIターン者の場合は上限100万円）

市内に住所又は事業所を有する創業者又は中小企業者

新潟県中小企業創業支援資金、新潟県フロンティア企業支援資金、日本政策金融公庫特別貸付及び生
活衛生貸付にかかる資金（新創業融資制度による貸付を含む。）
対象資金限度：750万円

補 助 対 象

補 給 対 象

補 助 金 額

補 助 期 間

創業支援資金利子補給

利息の全額

借入を受けた日から3年間

の
高
校
生
を
巡
る
雇
用
情
勢
に
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の
高
校
生
を
巡
る
雇
用
情
勢
に

お
い
て
、
多
く
の
生
徒
が
地
元

で
の
就
職
を
希
望
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

〈
各
事
業
所
の
皆
様
へ
〉

　応
募
先
検
討
時
期（
七
月
中

旬
）の
求
人
数
が
例
年
十
分
で
な

い
こ
と
か
ら
、
早
期
の
求
人
申

し
込
み
を
、
ま
た
、
将
来
を
見

据
え
た
求
人
の
確
保
・
拡
大
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

〈
今
後
の
日
程
〉

六
月
二
十
日（
金
）

「
求
人
受
理
開
始
」

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
人
票
を
受
理

七
月
一
日（
火
）

「
求
人
公
開
」

各
高
校
で
求
人
票
の
公
開

◆
第
六
十
三
回
能
生
ふ
る
さ
と

海
上
花
火
大
会
が
、
八
月
九
日

（
土
）に
能
生
弁
天
浜
に
て
開
催
。

　弁
天
岩
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た

花
火
の
音
が
対
岸
に
あ
る
尾
山

に
反
響
し
大
音
響
と
な
っ
て

戻
っ
て
く
る
迫
力
を
是
非
、
体

感
し
て
く
だ
さ
い
。

打
ち
上
げ
花
火
大
募
集
！

　結
婚
祝
い
、
出
産
祝
い
、
地
域
・

仲
間
・
同
級
生
・
青
年
会
・
サ
ー

ク
ル
な
ど
で
思
い
出
の
花
火
を
打

ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
詳
細
は
１２
頁
に
掲
載
）（

加
藤
記
）

6月17日、能生商工会において、えちごトキめき鉄道㈱
の嶋津忠裕社長より 開業に向けた取り組みをテーマにご講
演をいただきました。

新幹線開業により、北陸本線（直江津駅から市振駅間）
は、「日本海ひすいラ
イン」として、えちごト
キめき鉄道が運営す
ることになり、新幹
線からのアクセスや、
能生駅の利用方法
などのお話をして頂き
ました。

能生商工会講演会事業

詳しくは糸魚川支部 寺﨑方
電話:025-555-2535

問合せ先
東京糸魚川会 検 索

今
年
の
三
月
に
自
宅
に
お
い
て

事
務
所
を
開
業
。
社
会
保
険
、
労

働
保
険
の
他
、
会
社
の
労
務
全
般

の
専
門
家
と
し
て
開
業
す
る
前

は
、民
間
企
業
で
人
事
労
務
管
理
、

安
全
衛
生
管
理
の
実
務
を
行
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。

会
社
で
は
労
災
事
故
や
労
務
関

係
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
発
生
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
な
ら

な
い
た
め
の「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」と

し
て
お
手
伝
い
し
た
い
と
の
こ
と
。

社
会
保
険
労
務
士
と
い
う
と
敷

居
が
高
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
事
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
何
で
も
お
気
軽
に
相

談
し
て
欲
し
い
そ
う
で
す
。
も
ち

ろ
ん
秘
密
は
厳
守
と
の
こ
と
。 

 （
山
崎
記
）

埼
玉
、
東
京
の
設
計
事
務
所
に

九
年
、上
越
市
の
工
務
店
で
三
年
、

建
築
設
計
の
仕
事
に
携
わ
り
、
昨

年
十
二
月
に
建
築
設
計
事
務
所
を

開
業
し
た
。
住
ま
い
は
能
生
で
事

務
所
は
上
越
市
春
日
山
。

住
む
人
の
こ
と
を
考
え
て
、
そ

の
人
に
合
っ
た
住
み
や
す
い
機
能

的
な
住
宅
の
設
計
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
い
る
。
現
在
は
仕
事
が
忙
し

く
て
な
か
な
か
休
み
が
取
れ
な
い

状
況
だ
か
、
フ
リ
ー
で
設
計
を
し

て
い
る
人
と
連
携
し
な
が
ら
、
将

来
的
に
は
能
生
、
糸
魚
川
の
地
元

の
方
の
仕
事
が
で
き
た
ら
良
い
と

考
え
て
い
る
と
の
こ
と
。（山

崎
記
）

い
つ
で
も
お
気
軽
に

　
　
　
　ご
相
談
下
さ
い

糸
魚
川
市
大
字
能
生
二
〇
〇
五
ー
二

☎
〇
九
〇―

七
八
三
五―

一
四
四
六

ひ
す
い
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

「
住
み
や
す
い
家
づ
く
り
」を

                         

モ
ッ
ト
ー
に

い
よ
い
よ
北
陸
新
幹
線
開
業
！

い
よ
い
よ
北
陸
新
幹
線
開
業
！

えちごトキめき鉄道㈱
　　  　　 嶋津社長が講演

糸
魚
川
市
大
字
能
生

 

☎
〇
二
五―

五
二
〇―

八
三
九
二

I
n
o
設
計

 

関
澤

　守
人
さ
ん（
52
才
）

伊
野

　智
志
さ
ん（
34
才
）

平
成
二
十
七
年
春

URL：http//www13.plala.or.jp/sekizawa/

つ
え

東京糸魚川会創立60年記念事業
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の
高
校
生
を
巡
る
雇
用
情
勢
に

お
い
て
、
多
く
の
生
徒
が
地
元

で
の
就
職
を
希
望
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

〈
各
事
業
所
の
皆
様
へ
〉

　応
募
先
検
討
時
期（
七
月
中

旬
）の
求
人
数
が
例
年
十
分
で
な

い
こ
と
か
ら
、
早
期
の
求
人
申

し
込
み
を
、
ま
た
、
将
来
を
見

据
え
た
求
人
の
確
保
・
拡
大
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

〈
今
後
の
日
程
〉

六
月
二
十
日（
金
）

「
求
人
受
理
開
始
」

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
人
票
を
受
理

七
月
一
日（
火
）

「
求
人
公
開
」

各
高
校
で
求
人
票
の
公
開

◆
第
六
十
三
回
能
生
ふ
る
さ
と

海
上
花
火
大
会
が
、
八
月
九
日

（
土
）に
能
生
弁
天
浜
に
て
開
催
。

　弁
天
岩
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た

花
火
の
音
が
対
岸
に
あ
る
尾
山

に
反
響
し
大
音
響
と
な
っ
て

戻
っ
て
く
る
迫
力
を
是
非
、
体

感
し
て
く
だ
さ
い
。

打
ち
上
げ
花
火
大
募
集
！

　結
婚
祝
い
、
出
産
祝
い
、
地
域
・

仲
間
・
同
級
生
・
青
年
会
・
サ
ー

ク
ル
な
ど
で
思
い
出
の
花
火
を
打

ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
詳
細
は
１２
頁
に
掲
載
）（

加
藤
記
）

6月17日、能生商工会において、えちごトキめき鉄道㈱
の嶋津忠裕社長より 開業に向けた取り組みをテーマにご講
演をいただきました。

新幹線開業により、北陸本線（直江津駅から市振駅間）
は、「日本海ひすいラ
イン」として、えちごト
キめき鉄道が運営す
ることになり、新幹
線からのアクセスや、
能生駅の利用方法
などのお話をして頂き
ました。

能生商工会講演会事業

詳しくは糸魚川支部 寺﨑方
電話:025-555-2535

問合せ先
東京糸魚川会 検 索

今
年
の
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に
自
宅
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て

事
務
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を
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。
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、
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働
保
険
の
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、
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全
般
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。
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。
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。
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す
い
機
能

的
な
住
宅
の
設
計
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
い
る
。
現
在
は
仕
事
が
忙
し

く
て
な
か
な
か
休
み
が
取
れ
な
い

状
況
だ
か
、
フ
リ
ー
で
設
計
を
し

て
い
る
人
と
連
携
し
な
が
ら
、
将

来
的
に
は
能
生
、
糸
魚
川
の
地
元

の
方
の
仕
事
が
で
き
た
ら
良
い
と

考
え
て
い
る
と
の
こ
と
。（山

崎
記
）

い
つ
で
も
お
気
軽
に

　
　
　
　ご
相
談
下
さ
い

糸
魚
川
市
大
字
能
生
二
〇
〇
五
ー
二

☎
〇
九
〇―

七
八
三
五―

一
四
四
六

ひ
す
い
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

「
住
み
や
す
い
家
づ
く
り
」を

                         

モ
ッ
ト
ー
に

い
よ
い
よ
北
陸
新
幹
線
開
業
！

い
よ
い
よ
北
陸
新
幹
線
開
業
！

えちごトキめき鉄道㈱
　　  　　 嶋津社長が講演

糸
魚
川
市
大
字
能
生

 

☎
〇
二
五―
五
二
〇―

八
三
九
二

I
n
o
設
計

 

関
澤

　守
人
さ
ん（
52
才
）

伊
野

　智
志
さ
ん（
34
才
）

平
成
二
十
七
年
春

URL：http//www13.plala.or.jp/sekizawa/

つ
え

東京糸魚川会創立60年記念事業
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て
、
も
が
い
て
い
る
。
幼
い
頃
、

私
は
両
親
に「
オ
レ
は
、
何
に
成
っ

た
ら
嬉
し
い
？
」そ
ん
な
様
な
問
い

に「
ワ
レ
の
好
き
な
事
を
や
れ
」と

言
わ
れ
た
事
が
、
今
ま
で
の
私
を

後
押
し
し
て
く
れ
た
の
だ
と
感
謝

し
て
い
る
。
し
か
し
、
母
は
他
界

し
生
前
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

ら
れ
な
か
っ
た
の
が
、
残
念
で
な

ら
な
い
。

故
郷
を
離
れ
大
人
に
な
り
、
初

め
て
能
生
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
付

く
。
毎
日
、
当
た
り
前
の
様
に
頂

い
て
い
た
、
冷
え
て
も
美
味
し
い

ご
飯
も
、
能
生
を
離
れ
な
け
れ
ば

気
付
か
な
か
っ
た
と
思
う
。
能
生

に
生
ま
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
。

先
日
、
ク
レ
ッ
セ
ン
ト
に
ご
来

店
さ
れ
た
お
客
様
が
、ベ
ビ
ー
フ
ー

ド「
Ｏ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
」を
持
参
さ

れ
、
ラ
ベ
ル
に
は「
汐
路
」住
所
は

能
生
と
書
い
て
あ
っ
た
。
汐
路
の

社
長
が
、
有
機
野
菜
に
取
り
組
ん

で
い
た
事
は
知
っ
て
い
た
が
、
ベ

ビ
ー
フ
ー
ド
の
為
だ
っ
た
と
お
客

様
か
ら
教
え
て
頂
い
た
の
に
は
大

変
励
ま
さ
れ
た
。

シ
ャ
ル
マ
ン
ス
キ
ー
場
も
自
慢

の
一
つ
だ
。
毎
年
お
正
月
に
行
く

せ
い
か
、
毎
回
込
み
合
っ
て
い
な

い
の
で
、
お
客
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

最
高
だ
け
れ
ど
・・・・
。
し
か
し
、

が
っ
か
り
し
た
こ
と
が
一
つ
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
午
後
二
時
頃
カ
レ
ー

を
注
文
し
た
ら
、
ご
飯
を
切
ら
し
て

い
て
、
カ
レ
ー
が
食
べ
ら
れ
な
か
っ

た
事
が
あ
っ
た
。
大
袈
裟
な
様
だ
が
、

ス
キ
ー
場
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
提
供

出
来
な
か
っ
た
の
は
失
態
だ
と
思

私
は
浜
木
浦
出
身
。
木
浦
小
学

校
、
能
生
中
学
校
、
能
生
水
産
高

校
食
品
科
学
科
で
学
ん
だ
。
父
は

漁
師
、
母
は
繊
維
工
場
で
働
き
な

が
ら
野
菜
、
米
作
り
に
励
み
、
美

味
い
料
理
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
。

そ
ん
な
両
親
を
見
て
育
っ
た
せ
い

か
、
中
学
二
年
頃
、
漠
然
と
板
前

に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。

高
校
の
頃「
天
皇
の
料
理
番
」と

い
う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
、
コ
ッ
ク

服
、
コ
ッ
ク
帽
姿
に
憧
れ
た
の
が

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
道
に
進
む
き
っ

か
け
に
な
る
。

私
の
将
来
の
夢
へ
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
り
、

三
つ
星
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
修
業
を

重
ね
、
帰
国
後
、
ク
レ
ッ
セ
ン
ト

の
様
な
名
門
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理

長
に
成
る
事
だ
っ
た
。
お
陰
様
で

夢
は
叶
い
、
次
の
目
標
に
向
か
っ

う
。
こ
こ
で
激
励
の
渇
。

日
本
各
地
に
は
、
有
名
な
花
火

大
会
が
数
多
く
あ
る
が
、
弁
天
岩

が
爆
発
し
て
砕
け
散
っ
た
様
に
見

え
る
爆
雷
な
ど
が
あ
る
能
生
の
花

火
大
会
は
、
私
に
と
っ
て
は
日
本

一
の
花
火
大
会
だ
。
し
か
し
、
も

う
二
十
年
以
上
も
見
れ
て
い
な
い
。

高
校
時
代
に
は
、
ヤ
マ
フ
鮮
魚

店
、
岩
崎
鮮
魚
店（
現
在
の
魚
勢
）

で
、
海
老
の
殻
む
き
を
し
た
り
、

お
刺
身
の
大
皿
盛
り
の
配
達
な
ど

を
楽
し
く
や
ら
せ
て
頂
き
、
大
変

に
お
世
話
に
な
り
何
よ
り
小
泊
の
、

せ
り
に
同
行
す
る
の
が
楽
し
み

だ
っ
た
。
現
在
も
毎
日
、
築
地
市

場
へ
行
く
の
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
し
、

長
岡
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
や
、

能
生
漁
港
の
魚
箱
を
見
か
け
る
と

嬉
し
く
て
、
た
ま
ら
な
い
。

「
真
妻
わ
さ
び
」は
、
辛
味
の
中

に
、
甘
味
が
あ
り
風
味
も
素
晴
ら

し
い
。「
越
の
丸
茄
子
」も
、
京
都

の
賀
茂
茄
子
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
力
は

弱
い
が
品
質
で
は
、
肩
を
並
べ
て

い
る
。
東
京
銀
座
の
料
理
屋
で
は
、

ブ
ラ
ン
ド
よ
り
品
質
重
視
で
、
両

者
共
に
、
引
っ
張
り
ダ
コ
で
あ
る
。

京
都
の
人
達
は
商
売
が
上
手
く
、

良
い
意
味
で「
ズ
ル
イ
」。
そ
れ
に

比
べ
る
と
、
能
生
の
人
達
は「
人
が

良
す
ぎ
る
」と
、
私
の
女
房（
関
西

出
身
）が
、
い
つ
も
言
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
こ
そ
新
潟
県
人
で

あ
り
、
謙
虚
さ
、
粘
り
強
さ
は
、

新
潟
県
人
の
誇
り
だ
。
生
意
気
だ

が
、
ブ
ラ
ン
ド
力
、Ｐ
Ｒ
強
化
も
重

要
だ
が
高
品
質
あ
っ
て
の
信
頼
だ
、

こ
れ
か
ら
も
誠
実
に
よ
り
良
い
物

造
り
に
励
ん
で
頂
き
た
い
と
願
っ

て
い
る
。　
　

出逢いに感謝
ふるさとふるさと
能  生N

O
U

磯 谷 　卓
（糸魚川市浜木浦出身）

プロフィール

【生年月日】 昭和38年３月２２日
【家　族】 妻、息子
【趣　味】 デパ地下巡り
【血液型】 A型　　　　　　　　　　　　　　
【職　歴】　　　　　　　　　　　　　　　
 

                            

【現在の役職】クレッセント 代表取締役　料理長
【現在の住所】東京都世田谷区野沢

・ホテルオークラ新潟
・レストラン花の木（福岡）
・１９８６年　渡仏
・１９９７年　帰国後
                  クレッセント（フランス料理店）
　　　　　　料理長就任

クレッセント 代表取締役
料理長

THE CRESCENT
１９５７年創業、１９６８年後期ビクトリア朝風の格調高い、
建築様式を採り入れ、英国風煉瓦造りの洋館に建て替
えられ、再出発する。

【住　所】〒105-0011 東京都港区芝公園1-8-20
【電　話】03-3436-3211

ミシュランガイド2014 二つ星
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ふるさと能生で夢の実現

長く主婦として横浜で暮らしてい
た岩間さんは、2010年、43年ぶりに
Ｕターンし、手打ちそば店を開業。「こ
れから移り住む能生で、何か仕事を
したい。これからの人生、多くの方
達と出会いたい」と蕎麦の専門店開業
を目指した。
夢の実現に向け、横浜・一茶庵のそ
ば教室‐プロコースを受講。豊かな自
然に囲まれた、四季の変化が感じら
れる能生で、念願の古民家風のそば
処を開店。
「細く手切りされた風味豊かな二八
そばを味わっていただきたく、毎朝
真心を込めて手打ちしています。“ひ
きたて・打ちたて・茹でたて“が美味さ
の決め手です」
ホッとできる店、居心地のよい店に
したいという気持ちで日々お客さま
を迎える。
「美味しかったよ」の言葉や便りに感
激、満足感と元気を頂く。｢慢心する
ことなく｣と。
地域の活動にも積極的に参加。常
に体と頭をフル回転。地元に根付い
た店づくりを念頭に、楽しく商売を続
けたいと語る。

（ちか記）

手打ちそば 菊右ヱ門

岩間　洋子さん
糸魚川市大字柱道

プロフィール

生年月日 S23.7.17

家　　族　夫、子供3人（横浜在住）

趣  味 登山、園芸

血 液 型 Ｏ型

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

家

　
　族

　長
男
、
孫
二
人

　
　
　
　
　
娘
二
人
、
孫
三
人（
地
元
在
住
）

　
　
　
　
　
次
男
、
孫
三
人（
ス
イ
ス
在
住
）

趣 
 

味 

野
菜
作
り
・
絵
・
写
経
・

　
　
　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　

血

液

型 

Ｏ
型
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豊
か
な
生
き
方

高
鳥 

陽
子

 （
糸
魚
川
市
大
字
大
沢
）

ま
し
た
。

果
た
し
て
私
ご
と
き

者
に
務
ま
る
こ
と
が
出

来
る
の
か
、疑
心
暗
鬼

な
思
い
で
新
潟
で
の
保
護
司
初

任
者
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
際
、保
護
観
察
処
遇
に
お

け
る
面
接
や
、役
割
等
の
講
義

を
受
け
ま
し
て
か
ら
早
十
九
年

を
迎
え
ま
し
た
。

拝
命
し
て
よ
り
二
年
目
の
平

成
九
年
八
月
に
被
害
者
遺
族
の

心
境
調
査
、十
二
月
に
は
別
件

で
被
害
者
感
情
調
査
を
保
護
観

察
所
か
ら
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。

新
潟
で
研
修
を
受
け
、少
し
は

理
解
し
て
い
た
つ
も
り
で
し
た

が
、実
際
経
験
し
て
改
め
て
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

保
護
司
と
し
て
の
重
責

対
象
者
と
は
月
に
二
回
ほ
ど

面
接
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、時
折
、私
自
身
が
お
伺

い
し
、生
活
の
状
況
を
見
る
こ
と

も
あ
り
、そ
の
際
前
回
の
面
接

時
よ
り
ど
れ
だ
け
対
象
者
が
更

生
に
励
ん
で
い
る
か
、保
護
司
と

し
て
の
重
責
で
心
が
折
れ
そ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、旧
能
生
町

に
現
在
九
名
の
保
護
司
の
方
が

い
ま
す
。

私
が
こ
れ
ま
で
五
件
の
対
象

者
を
保
護
観
察
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、保
護
司
と
し
て
ど

こ
ま
で
対
象
者
の
求
め
に
応
じ

た
り
、援
助
し
た
ら
良
い
の
か
難

し
い
時
も
あ
り
ま
し
た
。

同
地
区
の
先
輩
保
護
司
や
観

察
官
に
御
指
導
し
て
い
た
だ
き

処
理
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
方
々
と
の
出
逢
い

こ
れ
ま
で
私
の
歩
い
た
人
生
で

『
保
護
司
と
い
う
大
役
』を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、普
段
経
験
の
出
来

な
い
事
や
関
係
施
設
の
見
学
を

さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、い
ろ
ん
な

方
々
と
の
出
逢
い
が
あ
っ
た
り
と

大
き
な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
事

を
有
難
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。今

少
し
微
力
な
が
ら
影
の
黒

子
と
し
て
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、退
任
後
は
健
康
作
り
に
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
・
畑
仕
事
や
好
き
な

絵
を
描
い
た
り
、般
若
心
経
の
写

経
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
は
当
地
域
で
犯
罪
の
な

い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

明
る
い
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

保
護
司
に
な
り
早
十
九
年

平
々
凡
々
と
過
ご
し
た
一
商

店
の
主
婦
が
平
成
七
年
、ど
の

様
な
仕
事
を
す
る
の
か
も
理
解

せ
ず
、保
護
司
の
任
命
を
受
け

☎025（566）3003

［45］
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ふるさと能生で夢の実現

長く主婦として横浜で暮らしてい
た岩間さんは、2010年、43年ぶりに
Ｕターンし、手打ちそば店を開業。「こ
れから移り住む能生で、何か仕事を
したい。これからの人生、多くの方
達と出会いたい」と蕎麦の専門店開業
を目指した。
夢の実現に向け、横浜・一茶庵のそ
ば教室‐プロコースを受講。豊かな自
然に囲まれた、四季の変化が感じら
れる能生で、念願の古民家風のそば
処を開店。
「細く手切りされた風味豊かな二八
そばを味わっていただきたく、毎朝
真心を込めて手打ちしています。“ひ
きたて・打ちたて・茹でたて“が美味さ
の決め手です」
ホッとできる店、居心地のよい店に
したいという気持ちで日々お客さま
を迎える。
「美味しかったよ」の言葉や便りに感
激、満足感と元気を頂く。｢慢心する
ことなく｣と。
地域の活動にも積極的に参加。常
に体と頭をフル回転。地元に根付い
た店づくりを念頭に、楽しく商売を続
けたいと語る。

（ちか記）

手打ちそば 菊右ヱ門
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糸魚川市大字柱道
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て
私
ご
と
き

者
に
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ま
る
こ
と
が
出

来
る
の
か
、疑
心
暗
鬼

な
思
い
で
新
潟
で
の
保
護
司
初

任
者
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
際
、保
護
観
察
処
遇
に
お

け
る
面
接
や
、役
割
等
の
講
義

を
受
け
ま
し
て
か
ら
早
十
九
年

を
迎
え
ま
し
た
。

拝
命
し
て
よ
り
二
年
目
の
平

成
九
年
八
月
に
被
害
者
遺
族
の

心
境
調
査
、十
二
月
に
は
別
件

で
被
害
者
感
情
調
査
を
保
護
観

察
所
か
ら
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。

新
潟
で
研
修
を
受
け
、少
し
は

理
解
し
て
い
た
つ
も
り
で
し
た

が
、実
際
経
験
し
て
改
め
て
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

保
護
司
と
し
て
の
重
責

対
象
者
と
は
月
に
二
回
ほ
ど

面
接
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、時
折
、私
自
身
が
お
伺

い
し
、生
活
の
状
況
を
見
る
こ
と

も
あ
り
、そ
の
際
前
回
の
面
接

時
よ
り
ど
れ
だ
け
対
象
者
が
更

生
に
励
ん
で
い
る
か
、保
護
司
と

し
て
の
重
責
で
心
が
折
れ
そ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、旧
能
生
町

に
現
在
九
名
の
保
護
司
の
方
が

い
ま
す
。

私
が
こ
れ
ま
で
五
件
の
対
象

者
を
保
護
観
察
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、保
護
司
と
し
て
ど

こ
ま
で
対
象
者
の
求
め
に
応
じ

た
り
、援
助
し
た
ら
良
い
の
か
難

し
い
時
も
あ
り
ま
し
た
。

同
地
区
の
先
輩
保
護
司
や
観

察
官
に
御
指
導
し
て
い
た
だ
き

処
理
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
方
々
と
の
出
逢
い

こ
れ
ま
で
私
の
歩
い
た
人
生
で

『
保
護
司
と
い
う
大
役
』を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、普
段
経
験
の
出
来

な
い
事
や
関
係
施
設
の
見
学
を

さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、い
ろ
ん
な

方
々
と
の
出
逢
い
が
あ
っ
た
り
と

大
き
な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
事

を
有
難
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。今

少
し
微
力
な
が
ら
影
の
黒

子
と
し
て
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、退
任
後
は
健
康
作
り
に
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
・
畑
仕
事
や
好
き
な

絵
を
描
い
た
り
、般
若
心
経
の
写

経
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
は
当
地
域
で
犯
罪
の
な

い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

明
る
い
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

保
護
司
に
な
り
早
十
九
年

平
々
凡
々
と
過
ご
し
た
一
商

店
の
主
婦
が
平
成
七
年
、ど
の

様
な
仕
事
を
す
る
の
か
も
理
解

せ
ず
、保
護
司
の
任
命
を
受
け

☎025（566）3003

［45］



5,000円
50,000円
54,000円
120,000円
120,000円
120,000円

海上花火大会 海上花火大会 
能生ふるさと能生ふるさと

弁天浜であなたの花火を打ち上げませんか

能生ふるさと海上花火大会
実行委員会(能生商工会内)
TEL.025-566-2244

 

一口

結婚祝い、新築祝い、出産祝い、厄除けなどに
地域・仲間・同級生・青年会・サークルなどで、真
夏の夜空に思い出の花火を打ち上げませんか。

ふるさと花火

5号・8号対打ち

尺 玉

爆 雷

水 中 爆 雷

スターマイン

異
動
に
よ
り
四
月
か
ら
職
員

が
半
分
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。

平
均
年
齢
が
グ
ッ
と
若
く
な

り
事
務
所
の
雰
囲
気
も
ガ
ラ
ッ

と
変
わ
り
ま
し
た
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
の
素
直
さ
、

新
鮮
さ
、
や
る
気
に
緊
張
感
。

お
互
い
の
良
い
と
こ
ろ
を
生

か
し
、
更
な
る
会
員
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
お

気
づ
き
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

事務局情報
結 婚 新 築

出産祝い 厄除け等

小 窓

商工会のホームページが
リニューアルしました。
会員の紹介コーナーで企業の概要
やＰＲをしませんか？

ホームページアドレス
http：//WWW.noumachi-syoukoukai.or.jp

4,000円
（一区画あたり 約2m×約3m）
7月18日（金）※申込順

打上げ花火募集
海水浴場東側（弁天岩寄り）の一画です。
花火を間近で楽しめ、迫力を味わうことが
できます。

さじき席販売のおしらせ

7月18日（金）

花火の金額

申込期限

利用料金

申込期限

能生の
元気な企業紹介

募集！

～
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事務局スタッフよろしくお願いします

菅原 貴寛経営指導員研修生

8月9日（土） 午後7時30分 能生弁天浜にて

平成26年4月1日着任

平成26年3月31日付

（人事交流で三和商工会へ異動）

（定年退職）

加 藤  利 弥

齋 藤 由 美 子

経営支援室主任
（経営指導員）

経営支援室主任
（記帳専任職員）

　お世話になりました　お世話になりました

新潟県商工会連合会から参りました、菅原貴寛と申し
ます。商工会業務に携わるのは、能生商工会が初めて
となります。早く業務を覚えて、会員事業者の方の力に
なれるよう一生懸命頑張りますので、宜しくお願いします。

内山 麻衣子経営支援員

4月から能生商工会にお世話になり、早2か月が過ぎまし
た。まだまだ分からない事ばかりで、会員の皆様にはご迷
惑をおかけしています。ひとつひとつの業務を確実に覚え
ていき、もっと能生の皆様のお力になれればと思っており
ます。まだ未熟者ですが、どうぞよろしくお願い致します。

齊藤 祐美記帳指導員

4月よりお世話になっております。知らないこと、わから
ないことがたくさんあり、会員の皆様にはご迷惑をおかけし
ていることも多いかと思います。
日々勉強中でありますので、これから少しずつですが、
皆様の期待に応え、お役に立てるよう頑張ります。ご指導
ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。


